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小学生の学校生活における身体活動量と体力に関する研究 

 

安延 仁※1  笹山 健作※2   足立 稔※3 

 

本研究の目的は，小学校 6 年生の学校生活における活動場面別の身体活動量を加速度計

を用いて客観的に測定し，その体力との関係を検討することである．対象は小学校児童 85

名(男子 41 名，女子 44 名)とし，休み時間，体育授業，学校生活全体における歩数と強度

別活動時間を評価した．その結果，男女ともに体力上位群は休み時間において歩数と MVPA

が多い傾向が示され，特に男子は中休み，女子は昼休みおよび体育授業で有意差が認めら

れた．各活動場面の MVPA が占める割合は休み時間 11.3％，体育授業 15.7％であり，諸外

国と比較して少なく，国際的推奨値にも届かなかった．本研究は，小学校における身体活動

量の基礎データを提示するとともに，学校生活，特に休み時間や体育授業における身体活

動機会の充実が必要であることを示唆した． 

 

キーワード：加速度計，身体活動量，体力，小学校児童 

 

※1 岡山大学大学院教育学研究科大学院生 

※2 三重大学教育学部 

※3 岡山大学学術研究院教育学域 

 

Ⅰ 緒言 

 子どもの体力・運動能力の低下が指摘されるようになって久しく，子どもの

身体活動量の確保は長期的な健康の維持のために重要であるといえる．現代の

子どもたちにとっての主な身体活動の機会は学校生活，特に休み時間と体育授

業であり(Sarkin et al., 1997)，それらの時間における身体活動の推進が重

要であると考えられる． 

このような背景から諸外国では，休み時間，体育授業等の場面別に身体活動

量を評価した研究が数多く行われている．諸外国では，それぞれの身体活動量

について，休み時間では Ridgers et al.(2005)が休み時間のうち 40％，体育授

業では米国や英国において授業時間のうち 50％を中高強度身体活動に従事す

るよう推奨している．一方わが国では，休み時間や体育授業の身体活動量のガ

イドラインは無く，定量的に示されていないのが現状である．わが国において

も休み時間や体育授業に着目した研究が必要であり，今後学校生活における身

体活動量のガイドラインを作成し，身体活動を効果的に推進するためには，学

校生活における身体活動量の基礎データの蓄積が必要であると考えられる． 

身体活動量の測定については，近年は客観的方法の重要性が強調されており，

加速度計法は子どもの身体活動量を評価する上でその妥当性が確認されている

(足立ら，2007)． 
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そこで本研究では，加速度計を用いて，小学生の学校生活における歩数および

強度別活動時間を測定し，休み時間，体育授業などの活動場面別の身体活動量

を客観的測定により明らかにするとともに，その体力との関係を検討すること

を目的とした． 

 

Ⅱ 方法 

１ 対象 

対象者は，岡山市内の O 大学教育学部附属小学校に在籍する 6 年生 85 名(男

子 41 名，女子 44 名)とした．身体活動量の測定は 2023 年 11 月 6，7，9，10 日

の 4 日間で実施した．なお，本研究を行うにあたり，対象者と保護者には調査

の内容を書面で説明した上で同意を得た．また，本研究は岡山大学大学院教育

学研究科倫理委員会の承認を得て行った．（承認番号：2018-1） 

２ 測定項目および測定方法 

（１）身体的特徴，年齢および体力 

身体的特徴については，2023 年 9 月の身体測定の結果を用いた．体力につい

ては，学校行事として 1 学期中に行われた文部科学省新体力テストの結果を用

いた．本研究では，新体力テストのＡからＥまでの 5 段階評価のうち，A・B 評

価を体力上位群，C 評価を体力中位群，D・E 評価を体力下位群に分類した． 

（２）身体活動量 

身体活動量は多メモリー加速度計測機能付き歩数計(スズケン製ライフコー

ダ 4 秒版，以下 LC)を用いた．LC では 1 分毎の歩数(歩数率)と 4 秒毎の身体活

動強度を測定し，加算して記録される．対象者は，登校時から下校時まで LC を

腰部に装着し，学校生活全体，体育授業，中休み，昼休み，中休みと昼休みを

合わせた合計休み時間における歩数および強度別活動時間を評価した．図１は

代表的な児童の学校生活の身体活動強度のトレンドグラムである．このように
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LC では身体活動強度を時系列に出力することができる．身体活動強度の分類に

ついては，笹山・足立(2016)の先行研究に基づき，LC の出力データに示される

身体活動強度 0 から 9 のうち，0 と 0.5 を座位行動(sedentary behavior：以下

SB)，1 から 4 を低強度身体活動(low physical activity：以下 LPA)，5 以上を

中高強度身体活動(moderate and vigorous physical activity：以下 MVPA)と

した．有効データが 3 日未満の者は除外した． 

３ 統計処理 

 身体的特徴，各活動場面の歩数および強度別活動時間について，対象差の新

体力テストの全国平均値との比較には対応のない t 検定を行った．体力別に分

類した 3 群間における比較には一元配置分散分析および Tukey 法による多重比

較を行った．いずれも数値は平均±標準偏差で示した．すべての統計処理は

SPSS statistics 24 を用い，有意水準は 5％未満とした．なお，足立ら(2007)

の先行研究により，小学生の身体活動量は男子に比べ女子で有意に少ないこと

がすでに明らかになっているため，本研究では男女間の比較は行わなかった． 

 

Ⅲ 結果  

表 1 に体力別に分類した３群の身体的特徴を示した．男女ともに対象者に肥

満傾向児はいなかった．対象者の９月に測定した身長，体重は，男女ともに文

部科学省(2023a)の令和５年度学校保健統計の４月基準の全国平均値の 11 歳と

12 歳の概ね中間の値であった．男子の年齢は有意性が認められたものの，多重

比較で３群間に差は検出されなかった．女子の身長，体重はいずれも体力下位

群に比べ体力上位群および体力中位群が有意に高い値を示した． 

表２に男女別の新体力テストの結果を示した．文部科学省(2023b)の令和５年

度体力・運動能力調査の全国平均値と比較して，本研究の女子の上体起こし，

男女の座体前屈，男子の反復横跳びは有意に高い値を示し，女子の反復横跳

び，男女のソフトボール投げは有意に低い値を示したが，男女ともに総合得点

は全国平均値と同等の値であった．  

全体 上位群 中位群 下位群
男⼦ n=41 n=19 n=12 n=10

年齢(歳) 11.7±0.5 11.9±0.3 11.6±0.5 11.5±0.5 * ns
⾝⻑(cm) 151.2±6.9 152.7±6.6 149.3±8.1 150.5±4.9 ns
体重(kg) 43.6±8.1 42.4±8.1 39.3±8.0 41.9±5.6 ns
BMI (kg/㎡) 18.4±2.4 18.0±2.4 17.5±2.0 18.5±2.7 ns
肥満度(％)  -2.6±11.9  -2.4±10.9  -5.61±10.0  -0.4±15.4 ns

⼥⼦ n=44 n=23 n=14 n=7
年齢(歳) 11.8±0.4 11.8±0.4 11.9±0.3 11.7±0.5 ns
⾝⻑(cm) 150.3±5.6 151.2±4.9 151.4±4.7 145.3±6.8 * 上・中＞下
体重(kg) 40.4±5.7 40.5±5.5 42.7±5.8 35.4±6.7 * 上・中＞下
BMI (kg/㎡) 17.7±2.2 17.7±2.1 18.6±2.1 16.6±2.0 ns
肥満度(％)  -5.5±11.3  -7.4±11.2  -2.0±10.6  -8.7±9.5 ns

表1 体⼒別に分類した3群における⾝体的特徴

p値 多重⽐較

3群間の⽐較には⼀元配置分散分析を⾏った．数値は平均値±標準偏差，ns：有意差なし，*：p＜0.05
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表 3 に体力別に分類した 3 群における各活動場面の歩数を示した．男子では

中休みにおいて体力下位群に比べ体力上位群および体力中位群が有意に高い値

を示した．また，合計休み時間において体力下位群に比べ体力上位群が有意に

高い値を示した．女子では昼休みにおいて体力中位群に比べ体力上位群が有意

に高い値を示した．また，合計休み時間において有意性が認められたものの，

多重比較で３群間に差は検出されなかった． 

表 4 に体力別に分類した 3 群における各活動場面の強度別活動時間を示し

た．中休みにおいて男子では SB は体力上位群および体力中位群に比べ体力下

位群が有意に高い値を示した．LPA は体力下位群に比べ体力中位群が有意に高

い値を示した．MVPA は体力下位群に比べ体力上位群が有意に高い値を示した．

一方，中休みにおいて女子では全項目で有意差は認められなかった． 

昼休みにおいて女子では SB は体力上位群に比べ体力中位群が有意に高い値

を示した．LPA は体力中位群に比べ体力上位群が有意に高い値を示した．MVPA

は体力中位群に比べ体力上位群が有意に高い値を示した．一方，昼休みにおい

て男子では全項目で有意差は認められなかった． 

合計休み時間において男子では SB は体力上位群に比べ体力下位群が有意に

高い値を示した．MVPA は体力下位群に比べ体力上位群が有意に高い値を示した．

女子では SB および LPA で有意性が認められたものの，多重比較で３群間に差

は検出されなかった． 

体育授業において女子では SB は体力上位群に比べ体力下位群が有意に高い

値を示した．LPA は体力下位群に比べ体力上位群が有意に高い値を示した．MVPA

は体力中位群に比べ体力上位群が有意に高い値を示した．一方，体育授業にお

いて男子では全項目で有意差が認められなかった． 

学校生活全体において男子では SB は体力上位群に比べ体力下位群が有意に

高い値を示した．LPA は体力下位群に比べ体力上位群が有意に高い値を示した．

一方，学校生活全体において女子では全項目で有意差が認められなかった． 

表 5 に体力別に分類した 3 群における各活動場面の MVPA の割合を示した．

男子では中休みにおいて体力下位群に比べ体力上位群が有意に高い値を示した．  

全体 上位群 中位群 下位群
男⼦ n=41 n=19 n=12 n=10

中休み 827.5±260.2 912.5±206.6 868.3±254.5 617.2±242.5 * 上・中＞下
昼休み 984.7±383.1 1125.8±350.8 915.9±276.5 799.5±445.5 ns
合計休み 1812.3±590.5 2038.3±488.6 1784.1±502.1 1416.7±674.3 * 上＞下
体育授業 2246.3±463.5 2296.5±356.3 2332.6±400.8 2011.5±659.6 ns
学校⽣活全体  9323.3±4280.5  10192.0±4125.5 9333.6±4754.1 6464.0±2150.3 ns

⼥⼦ n=44 n=23 n=14 n=7
中休み 677.0±246.8 754.9±275.9 629.2±119.3 528.1±237.4 ns
昼休み 634.1±303.4 741.1±303.3 547.2±244.6 571.4±271.1 * 上＞中
合計休み 1311.1±503.8 1496.0±537.2 1176.4±287.9 1099.5±+496.0 * ns
体育授業 1706.3±315.0 1941.0±340.7 1537.6±253.8 1726.4±213.5 ns
学校⽣活全体 7240.1±2620.4 7729.0±2657.2  6373.8±1499.9 6242.7±2417.8 ns

表3 体⼒別に分類した3群における各活動場⾯の歩数(歩)

3群間の⽐較には⼀元配置分散分析を⾏った．数値は平均値±標準偏差，ns：有意差なし，*：p＜0.05

p値 多重⽐較
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全体 上位群 中位群 下位群
男⼦ n=41 n=19 n=12 n=10

中休み(20分)
 SB 12.1±2.2 11.5±1.6 11.6±2.2 13.9±2.3 ** 上・中＜下
 LPA 5.3±1.2 5.4±0.8 5.8±1.0 4.3±1.6 * 中＞下
 MVPA 2.7±1.3 3.2±1.1 2.6±1.4 1.8±1.0 * 上＞下
昼休み(20分)
 SB 11.0±3.4 9.7±2.9 11.5±2.5 12.6±4.2 ns
 LPA 6.1±2.0 6.7±1.4 6.0±1.6 5.3±2.7 ns
 MVPA 3.0±1.8 3.6±1.8 2.6±1.4 2.2±1.7 ns
合計休み(40分) ns
 SB 23.0±5.1 21.2±3.9 23.1±4.3 26.5±6.1 * 上＜下
 LPA 11.4±2.8 12.1±1.7 11.8±2.3 9.6±4.0 ns
 MVPA 5.6±2.8 6.8±2.6 5.2±2.7 4.0±2.4 * 上＞下
体育授業(45分)
 SB 26.3±3.9 25.2±2.8 27.3±4.1 27.5±5.0 ns
 LPA 10.2±2.5 11.0±2.0 9.2±2.5 10.1±2.8 ns
 MVPA 8.5±2.5 8.9±2.0 8.6±2.1 7.5±3.4 ns
学校⽣活全体
 SB 305.9±26.8 297.5±26.6 304.7±24.1 323.5±21.6 * 上＜下
 LPA 52.2±15.2 57.8±15.4 52.2±10.8 41.8±13.7 * 上＞下
 MVPA 20.8±11.8 24.1±11.6 21.1±13.2 14.4±6.8 ns

⼥⼦ n=44 n=23 n=14 n=7
中休み(20分)
 SB 13.4±2.0 12.8±2.1 13.8±1.0 14.7±2.4 ns
 LPA 4.8±1.2 5.1±1.1 4.7±0.8 4.0±1.8 ns
 MVPA 1.8±1.1 2.1±1.3 1.6±0.6 1.3±0.7 ns
昼休み(20分)
 SB 14.1±2.8 13.1±2.7 15.5±2.2 14.8±2.6 * 上＜中
 LPA 4.4±1.8 5.1±1.7 3.4±1.5 4.0±1.9 * 上＞中
 MVPA 1.5±1.0 1.8±1.1 1.1±0.7 1.3±0.8 * 上＞中
合計休み(40分)
 SB 27.5±4.3 25.9±4.4 29.3±2.4 29.5±4.9 * ns
 LPA 9.2±2.6 10.2±2.3 8.1±1.7 7.9±3.5 * ns
 MVPA 3.3±2.0 4.0±2.3 2.6±1.1 2.6±1.5 ns
体育授業(45分)
 SB 29.3±3.1 28.2±2.8 29.9±2.0 31.6±4.1 * 上＜下
 LPA 9.9±1.9 10.3±1.7 10.1±1.2 8.0±2.8 * 上＞下
 MVPA 5.8±1.8 6.5±1.8 4.8±1.5 5.4±1.5 * 上＞中
学校⽣活全体
 SB 321.5±15.4 317.8±15.1 324.8±13.1 326.7±17.5 ns
 LPA 42.9±9.8 44.8±8.6 41.5±9.0 39.2±13.1 ns
 MVPA 13.9±6.4 15.7±7.4 12.1±4.4 12.0+4.6 ns

表4 体⼒別に分類した3群における各活動場⾯の⾝体活動強度別の活動時間(分)

p値 多重⽐較

3群間の⽐較には⼀元配置分散分析を⾏った．数値は平均値±標準偏差，ns：有意差なし
*：p＜0.05，**：p＜0.01，SB：座位⾏動，LPA：低強度⾝体活動，MVPA：中⾼強度⾝体活動
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また，合計休み時間において体力下位群に比べ体力上位群が有意に高い値を示

した．女子では体育授業において体力中位群に比べ体力上位群が有意に高い値

を示した． 

 

Ⅳ 考察 

本研究の目的は，小学校 6 年生の学校生活における活動場面別の歩数および

強度別活動時間を LC を用いて定量することに加え，その体力との関係を検討

することである． 

歩数は男女ともにほとんどの活動場面で体力上位群が体力中位群，体力下位

群と比較して多い傾向があり，男子は中休みと合計休み時間，女子は昼休みと

合計休み時間において有意差が認められた．また，強度別活動時間についても，

男女ともにほとんどの活動場面で SB は体力下位群が，LPA，MVPA は体力上位群

が多い傾向があり，男子は中休みと合計休み時間，女子は昼休みと合計休み時

間および体育授業において有意差が認められた．これらのことから，男女とも

に体力の高い児童ほど休み時間や体育授業の身体活動量が多い傾向が示された

(図 2, 3)．日本の小学生 129 人を対象に 3 時間ごとの身体活動量と体力の関係

を検討した松坂ら(2009)の研究では，体力の高い児童ほど中休みが含まれる 9

時から 12 時の時間帯の MVPA が多いことを報告している．本研究では，男子は

中休みにおいて，歩数は体力上位群および体力中位群が体力下位群と比較して

多く，MVPA は体力上位群が体力下位群と比較して多いことが明らかとなった．

一方，女子は昼休みにおいて，歩数，MVPA ともに体力上位群が体力中位群と比

較して多いことが明らかとなり，男女で休み時間帯によって異なる傾向が認め

られた．また，体育授業においては女子のみ，体力上位群が MVPA が有意に多か

った．今後は，行動観察によって身体活動の内容を明らかにし，男女で異なる

活動場面で体力による差が生じる要因について検討していく必要がある．  

本研究では，体育授業や休み時間等の活動場面においては体力上位群が歩数，

MVPA が多かったが，学校生活全体で見ると，有意差が認められたのは男子の SB，

LPA のみであった．体育以外の授業では SB が多いため，特定の活動場面での身 

全体 上位群 中位群 下位群
男⼦ n=41 n=19 n=12 n=10

中休み 13.4±6.6 15.9±5.7 13.0±7.2 9.1±4.9 * 上＞下
昼休み 14.8±8.8 18.0±8.9 13.0±7.2 10.8±8.3 ns
合計休み 14.5±7.9 17.9±7.8 13.0±6.9 9.9±6.1 * 上＞下
体育授業 19.0±5.5 19.9±4.5 19.0±4.6 16.7±7.7 ns
学校⽣活全体 5.5±3.1 6.4±3.0 5.6±3.5 3.8±1.8 ns

⼥⼦ n=44 n=23 n=14 n=7
中休み 9.1±5.6 10.7±6.7 7.9±3.0 6.3±3.4 ns
昼休み 7.5±5.2 9.2±5.6 5.3±3.7 6.5±4.0 ns
合計休み 8.3±5.0 10.0±5.8 6.6±2.8 6.4±+3.7 ns
体育授業 12.9±4.1 14.5±4.0 10.7±3.3 11.9±3.3 * 上＞中
学校⽣活全体 3.7±1.7 4.1±2.0 3.2±1.2 3.2±1.2 ns

表5 体⼒別に分類した3群における各活動場⾯のMVPAの割合(％)

p値 多重⽐較

3群間の⽐較には⼀元配置分散分析を⾏った．数値は平均値±標準偏差，ns：有意差なし，*：p＜0.05
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体活動量の差が学校生活全体になると薄まる可能性があると考えられた． 

表 6 に本研究と主な先行研究の休み時間における MVPA が占める割合を示し

た．本研究の休み時間における MVPA が占める割合は 11.3%(男 14.5%，女 8.3%) 

であり，Ridgers et al. (2005)が推奨する 40％には大きく及ばなかった．わ

が国の休み時間における MVPA の割合は諸外国と比較して低く，本研究は他の

国内の先行研究と比較しても MVPA の割合が低い傾向が示された．Ridgers et 

al.(2007)は休み時間が長いほど中等度以上の身体活動に対する介入効果が高

くなることを報告している．諸外国の休み時間は 60 分～80 分と長い時間が確

保されているのに対して，わが国では 30～40 分の短い時間であり，休み時間が

短いことが要因として考えられた．また，Taylor et al. (2011) は，校庭の遊

具の数が多いほど MVPA の割合が高いことを報告している．本研究の対象校は

ボールやフライングディスク等の用具は提供されていたものの，固定遊具は鉄

棒と縄跳びジャンプ台，バスケットゴールのみであり，比較的少なかったこと

も MVPA の割合が低かった要因として考えられた．本研究の対象校では鉄棒や

ボールを使って遊ぶ児童が多く見られたが，LC では鉄棒等の回転運動やボール

投げ等の上肢のみの身体活動は評価の精度が劣る可能性がある．また，身体活

動の実際の内容を評価することはできないといった限界もあり，今後質問紙や

直接観察を併せた方法による，より正確な身体活動量の評価が求められる． 

表 7 に主な先行研究の体育授業における MVPA が占める割合を示した．本研

究の体育授業における MVPA が占める割合は 15.7%(男 19.0%，女 12.9%)であり，

U.S. Department of Health and Human Services (2010)および Association 

for Physical Education (2008)が推奨する 50％には大きく及ばなかった．ま

た，わが国の体育授業における MVPA の割合は諸外国と比較して低い傾向が示

された．本研究と国内の研究を比較すると，春日ら(2020)の先行研究(17.4%)と

は同等の値であったが，Tanaka et al.(2018)の先行研究(27.3%)と比較して低

い値であった．諸外国では，加速度計として ActiGraph を，わが国では LC を用

いた測定が主流であり，測定機器が異なる場合が多く，この差異が結果に影響

している可能性があると考えられた．  

本研究の強みは，わが国において学校生活の活動場面別の身体活動量と体力

との関係について検討した貴重なデータであり，歩数のみならず，強度別活動

時間，MVPA の割合などの指標も用いて体力との関係を検討したことである．男

女ともに体力の高い児童ほど歩数および MVPA が多い傾向が認められ，学校生

活での身体活動量，中でも休み時間や体育授業での身体活動量を増やし，体力

向上を図っていくことが重要な課題であることが示唆された．しかし，本研究

より得られた結果は特定の地域の小学校における 6 年生のみの単学年について

のデータであることに加え，横断的調査に基づいたものである．したがって，

今後はさらに分析の対象を広げ，身体活動量の差が体力に影響を及ぼすのか，

もしくは体力の差が身体活動量に影響を及ぼすのかを検討するために，縦断的

調査の結果を分析する必要がある．このような限界点はあるものの，本研究は

今後わが国において作成する必要があるガイドラインや，身体活動の推進や体 
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力向上を図るための有用な情報となり得る． 

 

Ⅴ 結論 

本研究の小学校児童 6 年生の学校生活における身体活動量は，合計休み時間

で男子は歩数，MVPA ともに体力上位群が体力下位群と比較して多く，女子は歩

数の 3 群間による有意性が認められたが，男女で体力による差が生じる休み時

間帯が異なり，男子では中休みにおいて，歩数は体力上位群および体力中位群

が体力下位群より有意に多く，MVPA は体力上位群が体力下位群より有意に多か

ったのに対し，女子では昼休みにおいて歩数および MVPA ともに体力上位群が

体力中位群より有意に多かった．また，体育授業では女子の体力上位群の MVPA

が多かった．本研究における休み時間，体育授業における MVPA が占める割合は

それぞれ 11.3%(男 14.5%，女 8.3%)，15.7%(男 19.0%，女 12.9%)であった．ま

た，わが国の休み時間，体育授業における MVPA が占める割合は，諸外国のそれ

と比較して低い傾向が示された． 

以上のことから，学校生活，特に，休み時間や体育授業での身体活動量を増

やし，体力向上を図っていくことが重要な課題であることが示唆された． 
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Physical Activity and Physical Fitness in the School Life of Elementary School 

Children 

 

JIN Yasunobe*1, KENSAKU SASAYAMA*2,  MINORU Adachi *3 

 

The purpose of this study was to objectively measure physical activity 

levels during different school settings among sixth-grade elementary school 

children using an accelerometer, and to examine their relationship with physical 

fitness. Participants were 85 children (41 boys, 44 girls). Step counts and time 

spent in different activity intensities were evaluated during recess, physical 

education (PE) classes, and the whole school day. Results showed that children 

with higher fitness levels tended to have greater step counts and more moderate-

to-vigorous physical activity (MVPA) during recess. Significant differences were 

found in morning recess for boys and in lunch recess and PE classes for girls. The 

proportion of MVPA was 11.3% during recess and 15.7% during PE classes, which was 

lower than that reported in other countries and did not meet international 

recommendations. This study provides fundamental data on physical activity in 

elementary school settings and suggests the importance of enhancing opportunities 

for physical activity, particularly during recess and PE classes. 

 

Keywords: accelerometer, physical activity, physical fitness, elementary school 

children 
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